


品田 光彦
SHINADA Teruhiko

外務省　大臣官房人物交流室長

1979年外務省入省。ニューヨーク国連日本政府代表部、在セルビア日本国
大使館、外務省総合外交政策局、国際協力局勤務などを経て、2015年3月
より現職。

「ここが知りたい」。国際協力に関係する政策を
  外務省の担当者が分かりやすく解説します！

　2020年オリンピック・パラリンピックの招致の際
に、安倍総理が「2020年までに100カ国以上、1,000
万人以上を対象にスポーツを通じた国際貢献を行
う」と約束したことが、SFTの出発点です。東京大会
開催に向けてこの約束を実現するため、オリンピッ
ク・パラリンピック・ムーブメントを広めるために、
日本発のさまざまな取り組みを展開しています。
　活動団体で構成されるSFTコンソーシアムという
官民の集合体には、2016年3月29日現在で180団
体が参加しています。外務省やスポーツ庁などの

Sport for Tomorrowってどんな取り組み？

　2015年11月17日、サッカー
のカンボジア代表は、ワールド
カップアジア２次予選で日本代
表と対戦した。プノンペンのス
タジアムを埋めた約３万人の観
衆が熱い声援を送る中、カンボ
ジア代表は一回り体格の大き
い日本代表選手たちを相手
に、果敢に攻め、守った。試合は２-０で負けたが、誰もがカンボジア
選手たちの成長を実感した。
　1972年にはアジアカップで４位になったカンボジアだが、長い内
戦と混乱でスポーツは国内から姿を消した。国際試合への復帰は
95年。その後のサッカー復興には、多くの日本人が関わっている。
　日本サッカー協会１級審判インストラクターの唐木田徹さんは、
2008年から、JICAのシニアボランティアとしてカンボジアサッカー連
盟の審判ダイレクターを務めている。広くカンボジア国民に愛されて
いるサッカーだが、審判はほとんど育成されていなかった。試合を振り
返るための録画機器もなく、一方的に服従させるだけ。唐木田さん
は、「審判は試合と選手を守るためにいる」と伝えることから始めた。
「尊敬される審判になれ」。この教えが、カンボジアサッカーの礎とな
っている。
　また、ベガルタ仙台のコーチ陣が、同国の15歳以下の選手を指導
中だ。2013年から今年1月までは青年海外協力隊員として壱岐友
輔さんが指導。今年2月からは井上和徳さんが、14年に設立されたカ
ンボジアフットボールアカデミーのヘッドコーチ兼U16代表監督として
日本サッカー協会から派遣され、23年にカンボジアが主催する東南
アジア競技大会を目指す若手選手の育成にあたっている。
　他にも、カンボジアサッカー連盟の技術委員長を務める小原一典
さんや、プロリーグで活躍する15人の日本人選手もいる。
　かつて戦禍に摘まれた大輪の花が再び咲く日は近い。

（在カンボジア日本国大使館）

A1.

　スポーツを通じた協力には、大きく分けて、国際大
会に出場するようなトップレベル選手の育成と、一般
の人たちにスポーツのすばらしさを伝える草の根レベ
ルの振興の二つの柱があります。
　草の根活動では、子どもたちに運動することの面白
さを知ってもらうためにアフリカで運動会を開催した
り、貧困地域の人々に柔道やサッカーに必要な用具な
どを贈ったりするなど、多くの人がスポーツを楽しめる
ような環境づくりを目指しています。
　一方、トップレベル選手の育成では、選手やコーチ

どんな活動が実現しているの？

Q1.

官公庁から、国際交流基金やJICAなどの独立行政
法人、NPO、NGO、各種スポーツ団体、民間企業、大
学、地方自治体など、参加団体の得意分野は多種
多様。こうした官民協力は、スポーツ分野では画期
的な体制です。
　東京オリンピック・パラリンピックに向けた取り
組みは、スポーツ交流や文化交流、自治体同士の
連携、広報活動など、多種多様ですが、SFTはその
中心となるものです。各団体が、自分たちの強みを
生かして活動しています。

　2014年初頭からSFTが始まり、外務省は2015年
度にスポーツ外交推進事業の予算が計上されまし
た。これによって、多彩なスポーツ外交が可能になり
ました。
　例えば、在パラグアイ日本国大使館では、貧困地
域の子どもたちや青少年薬物依存者に対して、大使

外交ならではのスポーツ協力ってあるの？

を日本に招いて研修を受けてもらったり、日本から指
導者を送り込んだりして、その国の競技レベルの底上
げに貢献しています。
　支援の対象には、もちろん障がい者スポーツも含ま
れます。昨年11月には、ベトナムから水泳とパワーリフ
ティングの選手4人ずつと、それぞれのコーチを招へい
しました。途上国では障がい者スポーツの環境は厳し
く、日本で研修の機会を提供することには大きな意義
があります。パラリンピックに向けたバリアフリー体制
の構築など、日本側も学ぶことの多い招へいでした。

館員が麻薬対策庁や現地のプロ選手らと協力して
バレーボールのワークショップを継続的に開催して
います。これは、目標に向けて努力する姿勢やスポ
ーツマンシップの醸成による健全な青少年の育成
を目指す活動として、高く評価されています。また、
強化のための陸上選手の日本招へいや柔道普及に
向けた低所得者層への柔道着供与のほか、SFTをテ
ーマにしたレセプションを開催し、青年海外協力隊
のスポーツ隊員やパラグアイの国内競技団体、政府
関係者、NGOなどを招いて将来の技術向上や普及・
交流のための意見交換を行いました。
　他にも、「日本文化週間」の中で、柔道や空手、合
気道、弓道の合同武道デモンストレーションを開催
するなど、多彩な切り口からスポーツ交流に取り組
めるのは、大使館ならではの強みです。

A2.

Q2.

A3.

Q3.

ベトナムからパラ水泳選手
を招へいし、宮城県でトレー
ニングを実施

パラグアイで日本国大使
館が主催しているバレー
ボールのワークショップカンボジアのサッカー復興、

日本人が支える

2023年の東南アジア競技大会を目標に練習に
励む若手選手たちと壱岐友輔さん（手前）

Me�age from Cambodia

1
さまざまな団体が力

を合わせて

スポーツで国際貢献

2
トップレベル選手の

育成と裾野を広げる

草の根活動の二本
立て

3
ワークショップから意

見交換まで

多彩な協力を推進

テーマ

Sport for Tomorrow（SFT）
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カーニバルの公式会場サンボードロモ。
子どもカーニバルのパレードの合間、参
加者たちが、楽しそうに駆け抜けた

も
う
一つ
の
リ
オ

Brazil
［ブラジル］

写真・文＝永武ひかる（写真家）

地球ギャラリー vol.93

地球ギャラリー vol.93

永武 ひかる（ながたけ ひかる）

世界各地で撮影・取材を行い、ブ
ラジルでの活動は20年を超える。
2000年から世界の子どもたちが
参加する非営利の写真プロジェク
ト「ワンダーアイズプロジェクト」を
主宰。近著は、リオの小学生の暮
らしに１年間寄り添った写真絵本
「世界のともだち３ ブラジル」。

　
喜
々
と
し
て
子
ど
も
た
ち
が
会
場

を
走
り
抜
け
る
。
色
鮮
や
か
な
仮
装

や
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
に
続
い
て
、
付

き
添
い
の
大
人
た
ち
も
後
を
追
う
。

パ
レ
ー
ド
の
合
間
の
く
だ
け
た
ひ
と

と
き
に
観
客
も
拍
手
喝
采
、
温
か
い

熱
気
に
沸
い
た
。

　
毎
年
、
サ
ン
バ
チ
ー
ム
が
競
い
合

う
リ
オ
の
公
式
カ
ー
ニ
バ
ル
の
子
ど

も
の
部
。
会
場
の
サ
ン
ボ
ー
ド
ロ
モ

は
、
こ
の
夏
開
催
さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
舞
台
の
一
つ
だ
。
屋
根
の
な

い
ス
タ
ジ
ア
ム
か
ら
見
え
る
山
肌
に

は
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
フ
ァ
ヴ
ェ
ー
ラ
と

呼
ば
れ
る
ス
ラ
ム
に
小
さ
な
家
々
が

ひ
し
め
き
合
う
。
リ
オ
の
都
市
に
混

在
し
て
際
立
つ
景
観
だ
。

　
リ
オ
に
あ
る
ス
ラ
ム
の
数
は
数
百

と
も
い
わ
れ
、
有
名
な
サ
ン
バ
チ
ー

ム
の
本
拠
地
の
多
く
も
こ
れ
ら
の
ス

ラ
ム
地
域
に
根
差
し
て
い
る
。
ス
ラ

ム
住
民
は
、
リ
オ
全
体
の
人
口
の
４

分
の
１
を
占
め
る
ほ
ど
だ
と
い
う
。

軍
警
察
に
よ
る
治
安
維
持
部
隊
（
Ｕ

Ｐ
Ｐ
）
が
配
置
さ
れ
て
い
る
い
く
つ

か
の
地
区
を
訪
れ
た
。

　
レ
ン
ガ
を
積
み
重
ね
た
簡
素
な
家

や
ト
タ
ン
屋
根
が
ぎ
っ
し
り
と
大
地

を
埋
め
尽
く
す
複
合
ス
ラ
ム
地
域
、

ア
レ
マ
ン
。
な
だ
ら
か
な
丘
に
沿
っ

　
コ
パ
カ
バ
ー
ナ
海
岸
に
近
い
タ
バ

ジ
ャ
ラ
ス
。
坂
を
上
る
と
家
の
壁
に

彫
ら
れ
た
大
き
な
肖
像
画
が
目
に
飛

び
込
ん
で
き
た
。
温
か
み
の
あ
る
深

い
ま
な
ざ
し
―
―
。「
亡
く
な
っ
た
お

じ
い
さ
ん
を
し
の
ん
で
、
お
母
さ
ん

が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
頼
ん
だ
の
」
と
、

そ
の
家
の
少
女
が
教
え
て
く
れ
た
。

　
丘
の
斜
面
に
伸
び
る
プ
ラ
ゼ
ー
レ

ス
で
は
、
路
地
の
一
角
に
入
っ
た
途

端
、
ア
ー
ト
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ

た
。
赤
や
黄
、
水
色
に
ピ
ン
ク
、
鳥

や
花
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
が
、
流

れ
る
線
や
模
様
に
彩
ら
れ
、
心
に
リ

ズ
ム
を
湧
き
起
こ
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
家
の
壁
に
描
い
た
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ

の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
だ
。

　「
こ
ん
な
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

複合スラム地域アレマンとロープウェイ。
駅の近くにＵＰＰが常駐している
カーニバルの会場サンボードロモは、今
夏オリンピック競技場の一つ。世界的な
ブラジル人建築家オスカー・ニーマイヤー
の設計で、向かい合う２つの観戦スタンド
の間にパレード道が横に長く伸びる。そ
の場外の丘には簡素な家々が並ぶ

a.

b.

マカッコスの坂道で、喜び勇んでサッカー
の練習に向かう少年に行き交った
サンタマルタでは、柔術のクラスで大勢の
子どもたちが組み合って歓声を上げていた
日差しが和らいだ夕方、サンタマルタの丘
のグラウンドで若者たちがサッカーを楽しん
でいた

c.

d.

e.

が
実
現
す
る
と
は
思
っ
て
も
み
な
か

っ
た
。
気
分
が
明
る
く
な
る
」
と
、

住
民
は
話
し
た
。

　
フ
ァ
ヴ
ェ
ー
ラ
に
暮
ら
す
人
々

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
事
情
は
千
差
万
別

で
、
格
差
社
会
や
治
安
な
ど
の
問
題

も
多
い
。
け
れ
ど
も
、
日
々
の
営
み

の
中
で
文
化
が
生
ま
れ
い
く
、
そ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
っ
た
。

a

c

d

e

b

j

i

て
、
赤
い
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
が
通
っ
て

い
る
。
そ
の
ゴ
ン
ド
ラ
に
乗
っ
て
空

中
か
ら
眺
め
る
と
、
家
並
の
間
に
ス

ペ
ー
ス
が
見
え
た
。
強
い
日
差
し
の

下
、
サ
ッ
カ
ー
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
若

者
た
ち
が
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
い
る
。

　
暴
力
的
な
社
会
に
生
き
る
少
年
た

ち
を
描
い
た
映
画
『
シ
テ
ィ
・
オ
ブ
・

ゴ
ッ
ド
』。
設
定
は
今
か
ら
半
世
紀
ほ

ど
前
だ
が
、
そ
の
舞
台
と
な
っ
た
シ

ダ
ー
ジ
・
ジ
・
デ
ウ
ス
で
子
ど
も
た

ち
と
話
す
と
、
お
気
に
入
り
の
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
の
話
題
で
盛
り
上
が
る
。

街
の
広
場
で
は
、
そ
ろ
い
の
黄
色
い

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
た
少
年
た
ち
が

手
を
つ
な
ぎ
輪
に
な
っ
て
い
た
。「
昔

と
は
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
よ
」。
少
年

た
ち
を
率
い
る
リ
ー
ダ
ー
の
男
性
は

感
慨
深
げ
に
そ
う
言
う
と
、
皆
を
連

れ
て
、
隣
の
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練

習
を
始
め
た
。

　
Ｕ
Ｐ
Ｐ
が
最
初
に
設
置
さ
れ
た
サ

ン
タ
マ
ル
タ
で
は
、
丘
の
上
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
に
ぎ
や
か
な
声
が
響
い
て

い
る
。
迷
路
の
よ
う
な
路
地
を
下
る

と
、
柔
術
の
ク
ラ
ス
で
子
ど
も
た
ち

が
組
み
合
っ
て
汗
を
流
し
て
い
た
。

タバジャラスの家の壁に彫ら
れた亡き家族の肖像。まなざ
しが語りかけるかのようだ
モーホ・アズウの自治会に貼
られた昔の写真と、添えられ
た言葉。「私たちの地区の苦
難の歴史を知ってる？今の暮
らしは楽園」
サンタマルタの銃弾の跡が
残る壁。明るい街並みが描か
れ、その上にＵＰＰが常駐する

f.

g.

h.

家の壁がグラフィティで彩られた
プラゼーレスの路地
写真ワークショップの一環として、
自分たちが暮らす地区のグラフィ
ティ・ストリートを写す子どもたち

i.

j.

f

h

g

〜
フ
ァ
ヴ
ェ
ー
ラ
断
章

地球ギャラリー vol.93
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線
や
模
様
に
彩
ら
れ
、
心
に
リ

ズ
ム
を
湧
き
起
こ
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
家
の
壁
に
描
い
た
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ

の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
だ
。

　「
こ
ん
な
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

複合スラム地域アレマンとロープウェイ。
駅の近くにＵＰＰが常駐している
カーニバルの会場サンボードロモは、今
夏オリンピック競技場の一つ。世界的な
ブラジル人建築家オスカー・ニーマイヤー
の設計で、向かい合う２つの観戦スタンド
の間にパレード道が横に長く伸びる。そ
の場外の丘には簡素な家々が並ぶ

a.

b.

マカッコスの坂道で、喜び勇んでサッカー
の練習に向かう少年に行き交った
サンタマルタでは、柔術のクラスで大勢の
子どもたちが組み合って歓声を上げていた
日差しが和らいだ夕方、サンタマルタの丘
のグラウンドで若者たちがサッカーを楽しん
でいた

c.

d.

e.

が
実
現
す
る
と
は
思
っ
て
も
み
な
か

っ
た
。
気
分
が
明
る
く
な
る
」
と
、

住
民
は
話
し
た
。

　
フ
ァ
ヴ
ェ
ー
ラ
に
暮
ら
す
人
々

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
事
情
は
千
差
万
別

で
、
格
差
社
会
や
治
安
な
ど
の
問
題

も
多
い
。
け
れ
ど
も
、
日
々
の
営
み

の
中
で
文
化
が
生
ま
れ
い
く
、
そ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
っ
た
。

a

c

d

e

b

j

i

て
、
赤
い
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
が
通
っ
て

い
る
。
そ
の
ゴ
ン
ド
ラ
に
乗
っ
て
空

中
か
ら
眺
め
る
と
、
家
並
の
間
に
ス

ペ
ー
ス
が
見
え
た
。
強
い
日
差
し
の

下
、
サ
ッ
カ
ー
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
若

者
た
ち
が
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
い
る
。

　
暴
力
的
な
社
会
に
生
き
る
少
年
た

ち
を
描
い
た
映
画
『
シ
テ
ィ
・
オ
ブ
・

ゴ
ッ
ド
』。
設
定
は
今
か
ら
半
世
紀
ほ

ど
前
だ
が
、
そ
の
舞
台
と
な
っ
た
シ

ダ
ー
ジ
・
ジ
・
デ
ウ
ス
で
子
ど
も
た

ち
と
話
す
と
、
お
気
に
入
り
の
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
の
話
題
で
盛
り
上
が
る
。

街
の
広
場
で
は
、
そ
ろ
い
の
黄
色
い

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
た
少
年
た
ち
が

手
を
つ
な
ぎ
輪
に
な
っ
て
い
た
。「
昔

と
は
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
よ
」。
少
年

た
ち
を
率
い
る
リ
ー
ダ
ー
の
男
性
は

感
慨
深
げ
に
そ
う
言
う
と
、
皆
を
連

れ
て
、
隣
の
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練

習
を
始
め
た
。

　
Ｕ
Ｐ
Ｐ
が
最
初
に
設
置
さ
れ
た
サ

ン
タ
マ
ル
タ
で
は
、
丘
の
上
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
に
ぎ
や
か
な
声
が
響
い
て

い
る
。
迷
路
の
よ
う
な
路
地
を
下
る

と
、
柔
術
の
ク
ラ
ス
で
子
ど
も
た
ち

が
組
み
合
っ
て
汗
を
流
し
て
い
た
。

タバジャラスの家の壁に彫ら
れた亡き家族の肖像。まなざ
しが語りかけるかのようだ
モーホ・アズウの自治会に貼
られた昔の写真と、添えられ
た言葉。「私たちの地区の苦
難の歴史を知ってる？今の暮
らしは楽園」
サンタマルタの銃弾の跡が
残る壁。明るい街並みが描か
れ、その上にＵＰＰが常駐する

f.

g.

h.

家の壁がグラフィティで彩られた
プラゼーレスの路地
写真ワークショップの一環として、
自分たちが暮らす地区のグラフィ
ティ・ストリートを写す子どもたち

i.

j.

f

h

g
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地球ギャラリー vol.93

■「ワンダーリオ」写真展
写真家・永武ひかると、リオのスラムの子どもたちが写し
た写真約100点を通して、リオの魅力や素顔に迫る。
会場：海外移住と文化の交流センター（神戸市）
会期：７月28日（木）～８月31日（水）
URL： www.wondereyes.org



カーニバルの公式会場サンボードロモ。
子どもカーニバルのパレードの合間、参
加者たちが、楽しそうに駆け抜けた

も
う
一つ
の
リ
オ

Brazil
［ブラジル］

写真・文＝永武ひかる（写真家）

地球ギャラリー vol.93

地球ギャラリー vol.93

永武 ひかる（ながたけ ひかる）
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喜
々
と
し
て
子
ど
も
た
ち
が
会
場

を
走
り
抜
け
る
。
色
鮮
や
か
な
仮
装

や
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
に
続
い
て
、
付

き
添
い
の
大
人
た
ち
も
後
を
追
う
。

パ
レ
ー
ド
の
合
間
の
く
だ
け
た
ひ
と

と
き
に
観
客
も
拍
手
喝
采
、
温
か
い

熱
気
に
沸
い
た
。

　
毎
年
、
サ
ン
バ
チ
ー
ム
が
競
い
合

う
リ
オ
の
公
式
カ
ー
ニ
バ
ル
の
子
ど

も
の
部
。
会
場
の
サ
ン
ボ
ー
ド
ロ
モ

は
、
こ
の
夏
開
催
さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
舞
台
の
一
つ
だ
。
屋
根
の
な

い
ス
タ
ジ
ア
ム
か
ら
見
え
る
山
肌
に

は
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
フ
ァ
ヴ
ェ
ー
ラ
と

呼
ば
れ
る
ス
ラ
ム
に
小
さ
な
家
々
が

ひ
し
め
き
合
う
。
リ
オ
の
都
市
に
混

在
し
て
際
立
つ
景
観
だ
。

　
リ
オ
に
あ
る
ス
ラ
ム
の
数
は
数
百

と
も
い
わ
れ
、
有
名
な
サ
ン
バ
チ
ー

ム
の
本
拠
地
の
多
く
も
こ
れ
ら
の
ス

ラ
ム
地
域
に
根
差
し
て
い
る
。
ス
ラ

ム
住
民
は
、
リ
オ
全
体
の
人
口
の
４

分
の
１
を
占
め
る
ほ
ど
だ
と
い
う
。

軍
警
察
に
よ
る
治
安
維
持
部
隊
（
Ｕ

Ｐ
Ｐ
）
が
配
置
さ
れ
て
い
る
い
く
つ

か
の
地
区
を
訪
れ
た
。
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レ
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ン
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か
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丘
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コ
パ
カ
バ
ー
ナ
海
岸
に
近
い
タ
バ

ジ
ャ
ラ
ス
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ら
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。

　
丘
の
斜
面
に
伸
び
る
プ
ラ
ゼ
ー
レ

ス
で
は
、
路
地
の
一
角
に
入
っ
た
途

端
、
ア
ー
ト
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ

た
。
赤
や
黄
、
水
色
に
ピ
ン
ク
、
鳥

や
花
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
が
、
流

れ
る
線
や
模
様
に
彩
ら
れ
、
心
に
リ

ズ
ム
を
湧
き
起
こ
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
家
の
壁
に
描
い
た
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ

の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
だ
。

　「
こ
ん
な
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

複合スラム地域アレマンとロープウェイ。
駅の近くにＵＰＰが常駐している
カーニバルの会場サンボードロモは、今
夏オリンピック競技場の一つ。世界的な
ブラジル人建築家オスカー・ニーマイヤー
の設計で、向かい合う２つの観戦スタンド
の間にパレード道が横に長く伸びる。そ
の場外の丘には簡素な家々が並ぶ

a.

b.

マカッコスの坂道で、喜び勇んでサッカー
の練習に向かう少年に行き交った
サンタマルタでは、柔術のクラスで大勢の
子どもたちが組み合って歓声を上げていた
日差しが和らいだ夕方、サンタマルタの丘
のグラウンドで若者たちがサッカーを楽しん
でいた

c.

d.

e.

が
実
現
す
る
と
は
思
っ
て
も
み
な
か

っ
た
。
気
分
が
明
る
く
な
る
」
と
、

住
民
は
話
し
た
。

　
フ
ァ
ヴ
ェ
ー
ラ
に
暮
ら
す
人
々

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
事
情
は
千
差
万
別

で
、
格
差
社
会
や
治
安
な
ど
の
問
題

も
多
い
。
け
れ
ど
も
、
日
々
の
営
み

の
中
で
文
化
が
生
ま
れ
い
く
、
そ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
っ
た
。

a

c

d

e

b

j

i

て
、
赤
い
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
が
通
っ
て

い
る
。
そ
の
ゴ
ン
ド
ラ
に
乗
っ
て
空

中
か
ら
眺
め
る
と
、
家
並
の
間
に
ス

ペ
ー
ス
が
見
え
た
。
強
い
日
差
し
の

下
、
サ
ッ
カ
ー
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
若

者
た
ち
が
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
い
る
。

　
暴
力
的
な
社
会
に
生
き
る
少
年
た

ち
を
描
い
た
映
画
『
シ
テ
ィ
・
オ
ブ
・

ゴ
ッ
ド
』。
設
定
は
今
か
ら
半
世
紀
ほ

ど
前
だ
が
、
そ
の
舞
台
と
な
っ
た
シ

ダ
ー
ジ
・
ジ
・
デ
ウ
ス
で
子
ど
も
た

ち
と
話
す
と
、
お
気
に
入
り
の
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
の
話
題
で
盛
り
上
が
る
。

街
の
広
場
で
は
、
そ
ろ
い
の
黄
色
い

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
た
少
年
た
ち
が

手
を
つ
な
ぎ
輪
に
な
っ
て
い
た
。「
昔

と
は
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
よ
」。
少
年

た
ち
を
率
い
る
リ
ー
ダ
ー
の
男
性
は

感
慨
深
げ
に
そ
う
言
う
と
、
皆
を
連

れ
て
、
隣
の
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練

習
を
始
め
た
。

　
Ｕ
Ｐ
Ｐ
が
最
初
に
設
置
さ
れ
た
サ

ン
タ
マ
ル
タ
で
は
、
丘
の
上
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
に
ぎ
や
か
な
声
が
響
い
て

い
る
。
迷
路
の
よ
う
な
路
地
を
下
る

と
、
柔
術
の
ク
ラ
ス
で
子
ど
も
た
ち

が
組
み
合
っ
て
汗
を
流
し
て
い
た
。

タバジャラスの家の壁に彫ら
れた亡き家族の肖像。まなざ
しが語りかけるかのようだ
モーホ・アズウの自治会に貼
られた昔の写真と、添えられ
た言葉。「私たちの地区の苦
難の歴史を知ってる？今の暮
らしは楽園」
サンタマルタの銃弾の跡が
残る壁。明るい街並みが描か
れ、その上にＵＰＰが常駐する

f.

g.

h.

家の壁がグラフィティで彩られた
プラゼーレスの路地
写真ワークショップの一環として、
自分たちが暮らす地区のグラフィ
ティ・ストリートを写す子どもたち

i.

j.

f

h

g

〜
フ
ァ
ヴ
ェ
ー
ラ
断
章

地球ギャラリー vol.93

■「ワンダーリオ」写真展
写真家・永武ひかると、リオのスラムの子どもたちが写し
た写真約100点を通して、リオの魅力や素顔に迫る。
会場：海外移住と文化の交流センター（神戸市）
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Item
さまざまな色や柄のクイアが、お茶の時間を楽しく演出してくれる （提供：日本マテ茶協会）

　南米の亜熱帯地域は、マテ茶の原産地だ。日本でも最近、
見掛けるようになったマテ茶だが、ブラジル南部では、“シマロン”と
いう飲み方で楽しまれている。
　お湯を注ぐ器は「クイア」と呼ばれ、そこに「ボンバ」と呼ばれる
ストローを挿して飲むのがブラジル流だ。
　家でのくつろぎの時間や仕事の最中、また、親しい仲間で集
まった際には、何度もお湯をつぎ足して回し飲みをするなど、ブラ
ジル南部の暮らしにシマロンは欠かせない。
　歴史を紐解けば、ブラジル発見当時、南米大陸南部の先住
民の間では、地位の高い人々だけがマテ茶を飲むことを許され
ていたという。
　昔は、クイアにはヒョウタンなどが使われていたが、現在では
瀬戸物やガラス製の器も多くなった。ボンバも、竹などの筒状の
木材から、金属製の物が普及している。
　ブラジルでは、毎年５月にフェナシン（FENACHIM）と呼ばれ
るシマロンのイベントが開催されている。昨年も、参加者12万人
を超える大盛況となった。
　ブラジルを訪れたら、ぜひシマロンでくつろぎのひとときを過ご
してみてはいかがだろうか。

シマロン
南部のお茶の楽しみ方といえば

ブラジル料理といえば

ブラジルの文化を
知ろう！

　ブラジルでは、週末の家族の団らん
やパーティーなど、大勢で食卓を囲むと
き、必ず「シュハスコ」が登場する。シュ
ハスコは、牛や豚、鳥のさまざまな部位
の肉を鉄串に刺し、シュハスケイラと呼
ばれる専門のグリルで焼くブラジリアン
BBQだ。お店では、肉を焼く人はシュ
ハスケイロ、客席でシュハスコを切り分
ける人はパサドールと呼ばれる。　
　東京の秩父宮ラグビー場近くにある
ブラジル料理店「イグアス」でチーフシ

ュハスケイロを務めるアゼヴェド・エルト
ンさんは、「ブラジルでは、各家庭にシ
ュハスケイラがあります。マンションに
も、ベランダに小型のものを置いてい
ます」と語る。肉に付けるソースの味
も、それぞれ家庭の味があるそうだ。イ
グアスでは、酸味のきいたビネガーソー
スを提供している。
　ラグビー観戦後は、仲間と共にシュ
ハスコでさらに盛り上がってはいかが
だろうか。

【RE C I P E】
●材料（10人前）
牛または豚、鶏の赤
身肉400～500ｇ／
岩塩適量

ソース：
ビネガー・玉ねぎ・
トマト・ピーマン各
適量

肉の表面の水分をよく拭き取り、全体に岩塩を振りかける。
鉄串を刺し、シュハスケイラの中（もしくはバーベキューコンロ
の上）でゆっくり回しながら表面に焦げ目がつくまで炭火で焼
く。焼き加減は、ミディアムレア。
焼けた部分からナイフで削ぎ取って食べる。赤身部分が多く
なったら、塩を振ってまた表面を焼く。
大きさが最初の3分の1程度になったら、串から外し切り分け
て食べる。

❶
❷

❸

❹

取材協力：ＮＰＯ法人ＡＢＴ豊橋ブラジル協会 

ブラジル料理 
レストランテ・グリル・
イグアス
〒107-0061
東京都港区北青山2-7-25　
神宮外苑ビル2F
電話番号：03-5414-1010
営業時間：月～土曜日：［ランチ］11時半～14時（ラストオーダー）
　　　　　　　　　   ［ディナー］18時～21時半（ラストオーダー）
　　　　　　　　　   ［バータイム］21時～夜中
　　　　  日曜日：［ディナー］16時～21時（ラストオーダー）

【SHOP INFORMATION】

玉ねぎ、トマト、ピーマンをみじん切りにし、ビネガーを加える。
ソースの作り方：

シュハスコ

地球ギャラリー
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新 着 情 報

2014年／ポルトガル／1時間44分
監督：ペドロ・コスタ
出演：ヴェントゥーラ、ヴィタリナ・ヴァレラ、ティト・フルタド、アントニオ・サントス
公開：６月１８日（土）よりユーロスペース（渋谷区）他 全国順次公開
URL：www.cinematrix.jp/HorseMoney/
配給：シネマトリックス

『日本・ブータン外交関係樹立30周年記念事業
「ブータン～しあわせに生きるためのヒント～」』
日本とブータンの外交関係樹立30周年となる今年。その記念事業
として開催される本展覧会では、「ブータン王国国立博物館」「ブータ
ン王立織物博物館」「ブータン王立テキスタイルアカデミー」の全面
協力の下、各施設が所蔵する貴重な文化資料を日本で初めて公開
する。今年２月に王子が誕生したばかりの
ブータン王室からは、現国王・王妃の衣装
などが特別に出展される。この展覧会は、
「ブータン的生活様式」「ブータン仏教と
信仰」「愛されるブータン王室」の３章構
成だ。約140点の展示品を通して、“しあ
わせの国ブータン”の暮らしに根付く伝統
文化を見つめ、その教えに触れてみてはい
かがだろうか。

E  VENT

M  OVIE B  OOK

『ホース・マネー』
『ヴァンダの部屋』『コロッサル・ユース』などで、リスボンのスラム街を
描いてきたポルトガルの巨匠ペドロ・コスタ監督が、再び同地区を舞
台とする傑作を生み出した。数十年前にアフリカからポルトガルに
やってきた主人公は、首都リスボンのスラム街に暮らし、日銭を稼ぐた
めにレンガ工場などで働いてきた。年老いて、今、人生を終えようとし
ている彼は、かつて故郷で飼っていた１頭の馬のことを思い出す
――。山形国際ドキュメンタリー映画祭2015でインターナショナル・
コンペティション部門大
賞を受賞したこの作品
は、ポルトガルのカーネー
ション革命やアフリカ諸
国の独立などの近代史
を背景に、ポルトガルに
暮らすアフリカ移民の苦
難の歴史と記憶を描き出
している。

会期：５月21日（土）～７月18日（月・祝）10：00～17：00 
　　  ※最終入場は閉館30分前まで（会期中無休）
会場：上野の森美術館（東京都台東区）
問：サンライズプロモーション東京（全日10：00～18：00）
TEL：0570-00-3337

B  OOK

『ヒマラヤに捧ぐ』
アルピニスト野口健さんの写真集第二弾となる本書。野口さんは
昨年４月25日、ヒマラヤの標高4,500メートル地点でネパール大
震災を経験。山を下って到着した村は壊滅的な被害を受けてい
た。本書には、復興活動に奔走した野口さんが目にした被災地の
様子のほか、「生きること」を感じさせてくれるヒマラヤの大自然や
ネパールの人々の暮らしを写した作品が収められている。ヒマラヤ
に恩返しをしたい――。これまで50回以上ヒマラヤに通い続けて
いる野口さんの思いが込められた１冊だ。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

『「世界遺産」謎解きガイド
歴史ロマンを10倍楽しむ「読み筋」とは』
1972年に始まり、今では登録数が1,000件を超えた世界遺
産。人気の観光スポットとして人 を々魅了しているが、ただ景観
を楽しんで帰るだけではもったいな
い。「マチュ・ピチュ」「ナスカの地
上絵」「ストーンヘンジ」のように、
多くの世界遺産には、歴史の闇に
埋もれ、解明されていない謎が残
されている。本書では、そんな世界
遺産の未解決ミステリーをカラー
写真満載で多数ご紹介。ページを
開き、歴史のロマンに触れてみて
はいかがだろうか。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

日本博学倶楽部 著
PHP研究所
734円（税込）

野口健 著
集英社インターナショナル
2,700円（税込）
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添付のアンケートはがき、Eメール、FAXから、本誌に対す
るご意見やご感想、またJICAへのご質問を、氏名・住所・
電話番号・職業・年齢・性別・ご希望のプレゼントを明記の
上、お送りください。ご記入いただいた個人情報は統計処
理およびプレゼント発送以外の目的で使用いたしません。
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プレゼント付き

次号予告（2016年7月1日発行予定）

アフリカ
投資や貿易、資源開発など、日本にとっても存在感が高まっているアフ
リカ。第６回アフリカ開発会議（TICADⅥ）が８月に開催されるのに
先立ち、成長著しいアフリカの“光”の部分と、その一方で感染症など
依然問題を抱える“影”に迫ります。

本誌をご希望の場合は
下記方法で

お申し込みください。

本誌をご希望の方には、送料をご負担いた
だく形で送付いたします。巻末の払込取扱
票に、氏名・住所・電話番号・ご希望の送付
期間・送付開始月を明記の上、指定の金額
を郵便局でお支払いください。入金の確認後、発送を手配いたします（入金から1
週間程度かかることもありますのでご了承ください）。複数冊、またはバックナンバー
をご希望の方は送料が異なりますので、下記までお問い合わせください。

申込方法

申込先
住　所
T E L
F A X
Eメール

（株）国際開発ジャーナル社 総務部（発送代行）
〒102-0083  東京都千代田区麹町3-2-4 麹町HFビル9F
03-3221-5583
03-3221-5584
order@idj.co.jp

① モンゴルのツァツァルガン製品
② 書籍『「世界遺産」謎解きガイド 
　　歴史ロマンを10倍楽しむ「読み筋」とは』 （p37参照）

③ 書籍『ヒマラヤに捧ぐ』 （p37参照）
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Vol.92  モンゴル

黄色い金、祖国の目覚め

©Yuki Asada

　モンゴルは草原の国。冬は極寒、夏は
酷暑の乾燥した高原地帯に、ただ草ばか
りが風にそよぐ。そんな厳しい環境の中、
地元の人々が薬効あらたかな「黄色い金」
として愛用してきたのがツァツァルガン
だ。英語ではシーバックソーン、あるいは
シーベリーとも呼ばれる。グミの親戚で、
ビタミン、ミネラルのほか、自然界でも珍し
いオメガ７脂肪酸をはじめとした豊富な抗
酸化物質を含む黄色い実をつける。
　「モンゴルでは、風邪を引いたときにツ
ァツァルガンのジュースを飲みます」と話し
てくれたのは、この果実を生かした化粧
品・健康食品の企業を立ち上げたボロルト
ゥヤ・ドルジスレンさんだ。「私も小さい頃
から、ツァツァルガンを飲んで育ちました。
アメリカの大学を卒業して化粧品会社に勤

めていたのですが、ツァツァルガンの農場
を営む父に、モンゴルに戻って国のための
事業をしてみないかと言われて、起業を決
意したのです」。３年前にシーベリーファ
ームプロダクツ社を立ち上げたドルジスレ
ンさんは、ツァツァルガンを材料に、モンゴ
ルならではの化粧品開発を始めた。
　自然環境の厳しいモンゴルでは、酪農
以外の農業は発展途上だ。野菜・果物は
もちろん、医薬品や健康食品も多くを輸入
している。ドルジスレンさんは、モンゴルの
人たちに国産の化粧品・健康食品を提供
するとともに、鉱物資源に依存しがちな経
済の新たな柱として、モンゴルならではの
農業育成を目指している。「モンゴル発、
健康のワンストップショップへ」。黄色い金
が、モンゴル農業の未来を拓く。

★モンゴルのツァツァルガン・カプセルとエキスを２人に
　  プレゼント！ →詳細は38ページへ

首都ウランバートルの旗艦店では、化粧品からヘアケ
ア、健康食品、ジュースに至るまで、幅広い商品を販売
するほか、エステサロンも運営している

M
O

NO-GATARI FROM
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n

d
i

M
ongolia
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2016. NO.92

★シーベリーファームプロダクツ社の商品は現在、同
　 社ホームページからオーダーできます。まもなく日本で
　 の販売も開始される予定です。
　 http://www.seaberryfarmproducts.com/

モンゴル
ウランバートル
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　現役引退後、私は神奈川県内に町道
場「古賀塾」を開き、下は幼稚園から上
は60歳近くまで、幅広い年齢層の方々
に柔道を教えています。幼いころの私
は、ぜんそく持ちで体が弱く、人前で何
かをすることが苦手な性格でした。そ
れが、柔道に出会ったことで少しずつ
変わることができました。努力の大切さ
や、何度も立ち上がっていく強さ、いか
なる場面でも自分を支えてくれる仲間
の存在。柔道から学んだ数多くのこと
を、柔道を知らない人たちにも伝えた
い――。そんな思いから、誰でも気軽に
足を運べる町道場を始めたのです。
　昨年、ブータンで柔道を指導してい
る青年海外協力隊員から、前触れもな
く一通のメールが届きました。その方
は、現地の子どもたちが本場の稽古を
体験するための日本遠征プロジェクト
を企画しており、その応援メッセージを
お願いされたのです。もちろん引き受け
ようと思い返事をしましたが、よくよく
話を聞くと、ブータンでは柔道が始まっ
てからまだわずか５年。国内唯一の道

場には畳が無く、マットを敷いて練習し
ているとのことでした。不意に“自分も
何かやりたい”という思いが込み上げ、
知り合いの畳店や会社にも声を掛け
て、現地に約100枚の畳を贈ることにし
ました。
　誰かの夢を共に実現させたときの喜
びは、自分自身の夢がかなったときとは
違う喜びがある。これは、私が指導者
になって感じるようになったことです。
子どもたちが真新しい畳の上で練習す
る姿を想像してワクワクしながら、ブー
タンの柔道の発展を支えることが、いつ
しか私の夢になっていました。
　その後、無事に畳が届いたという連
絡を受け、今年２月には実際にブータン
の道場を訪れました。子どもたちは最
初、緊張のあまり直立不動で顔をこわ
ばらせていましたが、柔道を教えるうち
に次第に笑顔に変わりました。その１カ
月後、今度は日本の塾生たちともつなが
りを持ってもらいたいと思い、彼らを古
賀塾に呼んで一緒に稽古を行いまし
た。ブータンには畳を掃除する雑巾が

無いと聞いていたので、最後に、塾生一
人一人の名前を書いた雑巾を手渡しま
した。数日だけの交流でしたが、私にと
って彼らは全員大切な教え子です。今
後どのように成長していくのかを楽しみ
に、またブータンの道場を訪ねたいと思
っています。
 「精力善用」「自他共栄」。人のため、
社会のために役立つことをしなさいと
いう、柔道の精神を表した言葉です。世
界各地で活動する青年海外協力隊の
方 と々同じように、私はこの柔道精神を
広く伝えていく使命と責任を感じていま
す。臆病だった自分自身を変えてくれた
柔道。今度は私が、柔道を通じて多くの
人たちの笑顔を演出していきたいと思
います。

私の 誰かの笑顔を演出したい

柔道家   古賀稔彦

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国の
現状について知り、一人一人ができる国際協力を
推進していく市民参加型プロジェクトです。ウェブサ
イトやFacebookの専用ページを通じて、さまざまな
国際協力の情報を発信していきます。

なんとかしなきゃ で 検索

KOGA Toshihiko

PROFILE 
1967年佐賀県出身。小学１年生から柔道を始め、
中学１年生のときに東京の「講道学舎」に入門。日
本体育大学進学後は“平成の三四郎”の異名を取
り、世界選手権２階級制覇をはじめ、オリンピックに３
度出場。92年のバルセロナ五輪では、71kg級で金
メダルを獲得した。2000年の現役引退後は、全日
本女子柔道コーチを務める傍ら、町道場「古賀塾」
を開き、次世代の子どもたちの育成を図っている。




